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１ はじめに	 
本研究は、既報「サスティナブルエリアデザ

インとコミュニティデザイナーに関する研究	 

その２」に引き続く一連の研究である。 

前報では、千葉県における市民参加型のコミ

ュニティ活動の組織の実態及び、事業・活動の

現状を報告した。 
本稿では、地域で実際に取り組まれている事

業・活動の現状を把握するとともに、参加者や

活動の担い手にみられる傾向的特性を明らか

にすることを目的とする。 
 
２ 調査対象地域 
本研究の調査対象地域の千葉県は、首都圏の

東側に位置し、三方を海に囲まれた半島で、59
の市区町村から構成されている。そして、地域

振興所の所轄区域によって11の地域に分ける
ことができる。(図１) 
図１	 千葉県の市区町村及び地域分け 

 
 

３ 調査方法 
	 内閣府のNPO法人ポータルサイト「全国非
営利活動法人情報」にて、千葉県に拠点を置き、

「まちづくり」活動を中心に行っている組織を

抽出し、それらを対象にアンケートを実施した。 
	 アンケート調査の内容は、「組織の性格」、

「組織の構成メンバー」、「構成メンバーの年

代」、「他組織との交流の有無」、「組織で行

われている事業・活動名」、「事業・活動分野」、

「事業・活動内容」、「事業・活動実施場所」、

「事業・活動実施期間」、「事業・活動実施頻

度」、「事業・活動実施時間」、「事業・活動

参加者」等となっている。 
	 調査により得られた結果を、千葉県地域振興

所の所轄区域に基づいた11地域毎に整理し分
析を行う。 
 

表１	 活動分野概要 
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４ アンケート調査結果 
	 千葉県において市民参加型のコミュニティ

活動を行っている781組織を抽出した。	 
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	 本稿では、アンケート調査（調査期間：2014
年8月〜2015年8月）により回収できた350組織
(回収率45%)を基に、千葉県における組織の実
態及び、組織が行っている事業・活動について

整理した。 (表２) 
表２	 アンケート調査結果	 

	 
４−１ 組織について	 
４−１−１	 組織の性格	 
千葉県において、コミュニティ活動を行う組

織の82.6%が「NPO組織」と最も割合が高く、
次いで「住民が自主的に組織する団体」が

10.9%、「市区町村が関与する協議会・団体等」
が3.7%の順となっている。(図２) 

 
図２	 組織の性格 

 

４−１−２	 他組織との交流の有無	 

	 他組織との交流については、千葉県において

コミュニティ活動を行っている73.1%の組織
が「有る」と回答している。(図３) 

 
図３	 他組織との交流の有無 

	 

４−１−３	 組織の構成メンバー	 
	 組織を運営する構成メンバー人数は「10人
以上20人未満」が40.8%、次いで「20人以上30

人未満」が14.4%、「1人以上10人未満」が14.4%

の順で割合が高い。(図４)	 

	 また、組織を運営している構成メンバーの職

種割合は、83.4%が「一般住民」と最も多く、

次いで6.2%が「商工業者」、3.1%が「大学・高

校等の教員・学生等」の順となっている。	 

(図５)	 

	 

	 
図４	 組織の構成メンバー人数	 

	 

図５	 組織の構成メンバー職種割合	 

	 

４−２ 事業・活動について	 
４−２−１ 事業・活動分野について	 
	 アンケート調査結果より、組織が行ってい
る事業・活動に関して、「まちづくり」が240

と最も多く、次いで「保健・医療・福祉」が233、

「子どもの健全育成」が183の順で事業・活動

数が多い傾向が見られる。(図６)	 

 
図６	 分野別事業・活動数 

 
４−２−２	 事業・活動と参加者について	 
	 アンケート調査結果より、組織が行っている

各事業・活動について、千葉県において78.8%

が「地域内」の参加者で、21.2%が「地域外」

からの参加者である。「連絡・助言・援助」、「観	 
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光」、「科学技術の振興」、「環境の保全」、「農山

漁村・中山間地域」などは「地域外」からの参

加者のほうが多く、事業・活動で最も多く行わ

れている「まちづくり」は「地域内」の参加者

が82.9%、「地域外」の参加者が17.1%となって

いる。(図７)	 

	 

	 
図７	 地域内外における事業・活動参加者	 

	 

４−２−３	 事業・活動と構成メンバー	 

	 各組織が行っている事業・活動の構成メン
バーについて、全事業・活動の平均は、「地域

内の一般住民」が73.7%と最も割合が高く、次

いで「地域外の一般住民」が7.0%、「地域内の

商工業者」が6.2%の順となっている。	 

	 事業・活動数で最も多く行われている「まち

づくり」は、「地域内の一般住民」が68.4%と最

も割合が高く、次いで「地域外の一般住民」が

8.8%、「地域内の商工業者」が7.7%の順となっ

ている。（図８）	 

 

 
図８	 事業・活動の構成メンバー 

 
 

４−２−４	 他組織との事業・活動	 

	 他組織の交流が「有る」と回答した組織につ

いて、「保健・医療・福祉」が64件と最も多く、

次いで「学術・文化」が46件、「子どもの健全

育成」が32件の順となっている。（図９）	 

 
図９	 他組織との事業・活動 

	 

４−３	 各地域について	 

４−３−１ 各地域における活動分野割合	 
千葉県各地域における、各活動分野の事業・

活動数は「東葛飾地域」で205と最も多く活動
しており、次いで、「千葉地域」が165、「印
旛地域」が133の順であった。「東葛飾地域」
の事業・活動では、「保健・医療・福祉」の割

合が最も多い傾向が見られる。(図１０) 

 
図１０	 各地域別事業・活動分野数 

 
４−３−２ 各地域における参加者について	 
	 千葉県の各地域ごとに分析していくと「山武

地域」と「香取地域」では、「地域外」からの

参加者が多く、その他の地域では、「地域内」

からの参加者が多い傾向が見られる。（図１１）	 

― 695 ―



 
図１１	 各地域における参加者 

 
４−３−３	 各地域における事業・活動の構成

メンバー	 
	 千葉県において、各地域における構成メンバ

ーについて、「地域内の一般住民」の割合が最

も高く、次いで「安房地域」、「夷隅地域」、「海

匝地域」、「香取地域」、「印旛地域」、「東葛飾地

域」、「葛南地域」では、「地域外の一般住民」

が多く、「君津地域」、「山武地域」、「香取地域」

では、「地域内の商工業者」の割合が高くなっ

ている。（図１２）	 

	 

	 
図１２	 各地域毎の事業・活動構成メンバー	 

	 

４−４ 問題点について	 
アンケート調査により、350組織中、117組
織が問題点を有すると回答した。組織における

問題点は「会員数不足」が37件と最も多く、
次いで「資金不足」が31件、「メンバーの高
齢化」が26件の順で多い傾向が見られる。（図
１３） 

 
図１３	 組織における問題点 

 
５ まとめ	 
千葉県において市民参加型のコミュニティ

活動を行っている781組織を抽出した。 
コミュニティ活動を行う組織の82.6%が
「NPO組織」と最も割合が高い。従って、千
葉県では「NPO組織」がSADに関与している
と言えよう。 
組織の構成メンバーでは、「地域内の一般住

民」の割合が最も高く、CDとして関与してい
ると言えよう。 
組織の事業・活動内容については「まちづく

り」が240と最も多い傾向が見られた。 
各地域の参加者について、「地域内」の参加

者の割合が高くみられたが、「山武地域」と「香

取地域」では「地域外」の参加者の割合が高い

傾向がみられた。 
他組織との交流の有無は、73.1%の組織が
「有る」と回答した。また、他組織との交流す

る際の事業・活動内容は「保健・医療・福祉」

が最も多い傾向がみられた。 
組織における問題点は「会員数不足」、「資

金不足」、「メンバーの高齢化」が多く挙げら

れた。	  
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